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議

会

議
会
活
動
状
況

議
会
活
動
状
況

 
２
月

のの話話題題村村

３
日
●
観
光
施
設
指
定
管
理
者

　
　
　

選
定
委
員
会

　

国
や
県
、
村
の
行
政
や
仕
事
に
つ

い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政

相
談
委
員
が
開
催
す
る
行
政
相
談
所

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
日
時　

3
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
４
時

◆
場
所　

役
場
１
階　

会
議
室

◆
相
談
の
お
相
手　

行
政
相
談
委
員

　

岡
田　

晴
美
氏（
☎
６
２
‐
２
０
５
７
）

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

困
っ
た
ら　

一
人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
3
月
31
日
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
３
月
下
旬
に

「
簡
易
書
留
」
で
郵
送
し
ま
す
の
で

ご
確
認
い
た
だ
き
、4
月
１
日
以
降
、

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
新
し
い

「
保
険
証
」
等
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

　

役
場
窓
口
（
保
健
福
祉
課
）
へ
返

　

却
い
た
だ
く
か
、
ハ
サ
ミ
を
入
れ

国
民
健
康
保
険
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

奈
良
県
立
大
学
と
村
と
の
域
学
連
携
事

業
と
し
て
、
地
域
創
造
学
部
の
学
生
が
ク

ボ
タ
堺
ユ
ニ
オ
ン
と
協
同
し
て
「
お
米
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
製
作
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
活
動
に
制
約
が
あ
る
中
、
現

地
下
見
や
オ
ン
ラ
イ
ン
打
合
せ
等
を
重

ね
、
製
作
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
お
米
は
ク
ボ

タ
堺
ユ
ニ
オ
ン
が
地
元
有
志
の
「
ど
ろ
ん

こ
ワ
ー
ク
ス
」
と
協
力
し
て
堂
原
地
区
で

栽
培
し
た
も
の
で
す
。

８
日
●
令
和
４
年
度
当
初
予
算

　
　
　

事
業
計
画
書
（
案
）
議
員

　
　
　

説
明
会

16
日
●
南
和
広
域
衛
生
組
合
議
会

　
　
　

定
例
会

18
日
●
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　

広
域
連
合
議
会
定
例
会

21
日
●
介
護
保
険
運
営
協
議
会

22
日
●
例
月
出
納
検
査

　
　

●
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

　
　
　

会

　
　

●
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組

　
　
　

合
議
会
定
例
会

25
日
●
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議

　
　
　

会
定
例
会

　

一
般
県
道
赤
滝
五
條
線
改
良
工
事
（
寺
戸
工
区
）

に
伴
う
、
寺
戸
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
前
の
丹
地
橋
の
橋

桁
が
架
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
後
に
は
、
従
来
の
橋
よ
り
幅
員
が
広
く
な
り

（
５
ｍ
）、
拡
幅
さ
れ
る
県
道
か
ら
、
こ
も
れ
び
ホ
ー

ル
や
屋
外
ス
テ
ー
ジ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な

り
ま
す
。

一
般
県
道
赤
滝
五
條
線
改
良

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

村
内
で
事
業
を

　
　

営
ん
で
い
る
皆
さ
ま
へ

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
事
業

系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
専
用
の
ご
み
袋
に
よ
り
収
集
運
搬

い
た
し
ま
す
。
事
業
者
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
と
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【
価
格
・
取
扱
い
等
に
つ
い
て
】

〇
事
業
者
専
用
の
ご
み
袋
は
役
場
に

　

て
１
袋
１
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
資
源
ご

　

み
１
・
２
す
べ
て
共
通
の
袋
と
な

　

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
別

　

し
、
縛
っ
た
状
態
で
収
集
日
に
お

　

出
し
く
だ
さ
い
。

○
す
で
に
購
入
し
て
い
た
だ
い
て
い

　

る
事
業
系
シ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

　

引
き
続
き
使
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

　

る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
、
住
所
、
加
入
し
て
い
る
健

　

康
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

　

変
更
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

おしえて！ネイサン先生

◆問　あなたの趣味のひとつ、テコンドーについて教えてください。

◆答　テコンドーは、“ 蹴り ” に焦点をあてた韓国発祥の武道です。５歳の時にお
父さんと一緒に始め、今もこのスポーツを楽しく続けています。私は黒帯４段で、
師範の資格も持っています。テコンドーの型の競技会にも出場していました。
　テコンドーは規律と自制心を学ぶことができるスポーツです。テコンドーを通し
て、私の人生や物事に対する姿勢が形成されました。また、健康維持にも役立ちま
す。テコンドーを始めた大きな理由は、私の持病である喘息の影響を和らげるため

で、始めた当初からその効果はみられました。
　黒滝村の皆さんにも、私の趣味であるテコンドーを是
非学んでいただきたいです。

▶
お
父
さ
ん
、
妹
と
一
緒
に
。

奈
良
県
立
大
学
生
と
の

活
動
事
例
報
告　令和４年度の生涯学習講座で、ネイサン先生を講師に迎

え、テコンドー教室を開講します！（今月号に折込しており
ます案内チラシをご覧ください。）
　皆さまのお申込みをお待ちしております。
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住
民
の
皆
さ
ま
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
の
活
動
が
ポ
イ
ン
ト

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
サ
ロ
ン
や
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
代
表
者
の

方
は
、
是
非
お
申
し
出
い
た
だ
き
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
に
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
団
体
に
お
き
ま
し
て
も
再
度

更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手

数
で
す
が
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
黒
滝
村
元
気
ふ

れ
あ
い
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
5
年

2
月
28
日
ま
で
「
元
気
ふ
れ
あ
い
活
動

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

４
月
に
60
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
「
元
気
ふ

れ
あ
い
活
動
ポ
イ
ン
ト
手
帳
」
を
お
送

り
し
ま
す
。
是
非
利
用
し
て
、
生
き
が

い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

●
令
和
４
年
度
黒
滝
村

　

元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
ポ
イ
ン
ト

制
度
対
象
事
業
募
集

◆
対
象
事
業

　

60
歳
以
上
の
方
ま
た
は
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
が
参
加
す
る
活
動

◆
申
請
期
間　

随
時

◆
お
問
合
せ
・
申
請
先　

　

保
健
福
祉
課

令
和
３
年
度
元
気
ふ
れ
あ
い

　
　
　

ポ
イ
ン
ト
手
帳
申
請

　

元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
ポ
イ
ン
ト
手
帳

の
ポ
イ
ン
ト
交
換
の
申
請
が
始
ま
り
ま
す
！

　

今
年
度
の
元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
ポ
イ

ン
ト
付
与
期
間
は
令
和
４
年
２
月
28
日

で
終
了
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
団
体
の
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
の
申

請
を
開
始
し
ま
す
。

　

50
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
め
ら
れ
た
方
は

地
域
商
品
券
が
も
ら
え
ま
す
の
で
、
申

請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
期
間

　

３
月
１
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
ポ
イ
ン
ト
手
帳

◆
お
問
合
せ
・
申
請
先

　

保
健
福
祉
課

　新型コロナウイルス感染者や濃厚接触者等の生活支援に配慮するため、村職員等が、買
い物や薬（処方箋医薬品）の受け取りを代行します。
◆対  象  者    新型コロナウイルス感染者や濃厚接触者等で、保健所から自宅待機を要請さ
　　　　　　れた方とその同一世帯のご家族で、親族等の支援が得られない方
◆内　　容　生活に必要な食糧や日用品の買い物や薬（処方箋医薬品）の受け取りを代行
　　　　　　し、自宅に配達
◆利用時間　平日の午前８時 30分～午後５時まで
◆利用期間　最大 2週間。１週間のうち 2日（１日につき 1回）限度
◆申  込  先    保健福祉課（お気軽にお電話ください。）
　＊個人情報の保護及び感染対策に努め、実施します。

黒滝村新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）のお知らせ黒滝村新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）のお知らせ

※必ず保護者が同伴してください。　

新型コロナウイルス感染症に関する情報新型コロナウイルス感染症に関する情報

　今年になって新たな変異株も混在しての新型コロナウイルス感染症が、第６波として全国
的に類なき猛威をふるう状況です。また、本村にもその影響が如実に現れはじめ、１月末頃
には村に勤務する教職員や役場職員等にも感染者が発生し、余儀なく数日間の休校・休園す
る事態にもなりました。
　村では、新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し情報集約および村民の皆さんへの情
報提供や、ワクチン接種事業をはじめ感染の発生、拡大の防止に関する取り組みなど村とし
ての対策を総合的に推進しています。
　対策本部からの新型コロナウイルス感染症に関する情報は、以下のとおりです。

黒滝村新型コロナウイルス感染症対策本部事務局（村役場 保健福祉課）

【新型コロナウイルス感染者や濃厚接触者等への生活支援サービスの提供について】

小児（５～１１歳）黒滝村新型コロナワクチン接種のお知らせ・ながれ小児（５～１１歳）黒滝村新型コロナワクチン接種のお知らせ・ながれ

　２回目接種から所定の期間経過した１８歳以上の方を対象に、黒滝村診療所にて受けてい

ただけるよう案内文書を送付しています。

　６４歳以下の方に３月以降において、２回目接種から６か月以上経過した後に可能な範囲

で日程を繰り上げてご案内します。

◆お問合せ先　保健福祉課

※１０分単位の時間帯を設定して接種を希望された方にご案内します。

　５～１１歳の方を対象に、南奈良総合医療センターにて受けていただけるよう案内文書を
送付しています。

※現在何らかの病気で治療中の方や体調など接種に不安のある方は、かかりつけ医にご相談ください。

　新型コロナウイルス感染症予防にご協力いただき、ありがとうございます。
　感染予防には、一人ひとりの心がけが重要です。人と人との接触機会を減らし、自宅で過ごし
ましょう。マスクの着用やこまめな手洗い、咳エチケット、換気を心がけ、しっかりと感染予防
対策をしましょう。旅行や遠出はお控えください。
　買い物は、お一人または少人数で、すいている時間にできるよう工夫してください。
　散歩は、人と人との距離を保ってください。
　高齢者や持病がある人は、人ごみを避けるなど、よりご留意してください。

いずれの日も１６時～２０時

◆お問合せ先　保健福祉課

①村から接種券が届く

②接種を希望する場合は、希望する日程を選択し、アレルギーや喘息など基礎疾患
のある場合は必ず記入し、接種希望確認書を役場へ返送する

③あらためて村より接種希望者に指定日時等をご案内する

④南奈良総合医療センター看護学校体育館にてワクチン接種を受ける
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●今回の制度改正の見直しの背景等に関するご質問等

後 期 高 齢 者 医 療 制 度 に 関 す る お 知 ら せ 

　２０２２年（令和４年）１０月１日から、 一定以上の所得のある方（７５歳以上の方等）
は、現役並み所得者（窓口負担割合３割）を除き、医療費の窓口負担割合が２割になります。
※窓口負担割合が２割となる方には、制度施行後３年間は１カ月の外来医療の負担増加額
を３, ０００円までに抑える配慮措置があります。

    ２０２２年度以降、団塊の世代が７５歳以上となり始め、医療費の増大が見込まれて
います。
　後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いて約４割は現役世代（子や孫）の負担（支
援金）となっており、今後も拡大していく見通しとなっています。今回の窓口負担割合の
見直しは、現役世代の負担を抑え、国民皆保険を未来につないでいくためのものです。

●一定以上の所得のある方（７５歳以上の方等）の医療費の窓口負
    担割合が変わります。

●窓口負担割合が２割となる方は、次の条件にすべて該当される
　方となります。

①世帯内に住民税課税所得額（各種所得控除後の所得額）が２８万円以上１４５万円未満
　の後期高齢者医療の被保険者の方がいる場合。
②後期高齢者医療の被保険者が１名の場合、年金収入と年金所得以外の合計所得金額の合
　計が２００万円以上ある場合。また、世帯に後期高齢者医療の被保険者が２名以上の場
　合、被保険者全員の年金収入と年金所得以外の合計所得金額の合計が３２０万円以上あ
　る場合。※詳しくは、左貢の図をご覧ください。　

●医療費窓口負担割合・被保険者証等に関するお問合せ先

◆厚生労働省コールセンター　☎ ０１２０－００２－７１９（通話料無料）
月曜日～土曜日（日曜・祝日除く）　９：００～１８：００

◆奈良県後期高齢者医療広域連合　☎０７４４－２９－８４３０
◆保健福祉課　☎６２－２０３１

令
和
４
年
度
通
院

　
　
　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
券

　

令
和
４
年
度
分
（
４
月
１
日
か
ら
利

用
可
能
）
の
通
院
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

新
規
申
請
・
更
新
の
受
付
を
役
場
窓
口

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
物

　

印
鑑
・
昨
年
度
分
の
利
用
券
の
余
り

※
昨
年
度
配
布
し
た
黄
色
の
利
用
券
は

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

便
利
な
通
院
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課
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黒滝村人権・同和問題
啓発活動推進本部

毎月１１日は

【人権を確かめあう日】

図
書 室 だ よ り

　この本によれば、日本で報道される ｢トップニュース｣ は、
他の先進国とはずいぶん違うようです。例えば、我が国では
｢老人の車が暴走｣ などがトップニュースとして扱われ、難
民の情報や紛争地域の状況など、外国人にとって常識的なこ
とを日本人は知らないということです。また、日本人は、自

世界のニュースを 日本人は 何も知らない /  谷本真由美世界のニュースを 日本人は 何も知らない /  谷本真由美

国が世界からどのように評価されている
かということすら知りません。少子高齢
化や失われた２０年等で、落日の国とし
て厳しい視線を向けられているというこ
ともです。
　世界のニュースにしっかりと目を向け
て、これからの時代を生き抜くスキルを
身に付けることに、この図書を活用して
いただけると有り難いです。

■ 貸し出し日　   月～金曜日（祝日は休み）
　　　　　　　　 第２、第４日曜日
　　　　　　　　 ( ３月は、１３日・２７日）
■ 貸し出し期間　２週間
※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡し
　てください。

　

3
月
、
2
人
が
3
年
の
任
期
を
終
え

協
力
隊
を
卒
業
し
ま
す
。

　

協
力
隊
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
警
戒
で
思
う
よ
う
に
動
け
ず
悔
し

い
こ
と
が
続
き
ま
し
た
が
、
黒
滝
村
森

林
組
合
の
作
業
員
と
し
て
フ
ル
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
引
き
続
き
森

林
組
合
で
働
く
こ
と
が
決
ま
り
、
気
持

ち
も
新
た
。抱
負
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

黒 

滝

　

お
こ
し

　

お
こ
し

〜
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
〜

「
卒
業
」

　
　
　

５

入札業務名 落札者 落札金額
（消費税込） 期間

長 瀬 地 区 地 域 優 良 賃
貸 住 宅 設 計 業 務 委 託 ニッタ建築事務所 3,025,000 円 令和４年　３月１８日まで

入 札 結 果入札日１月１４日

 

▶
３
年
の
間
に
み
ち
が
え
る
よ
う
に
た
く

　

  

ま
し
く
な
っ
た
谷
本

▲山について広く知ってもらう活
　 動にも意欲を燃やす安崎  

下市消防署からのお知らせ下市消防署からのお知らせ 住宅の耐震化と家具の転倒防止

　地震被害の中で、家具が落下して死傷す
る場合が多く、家具の倒れてこない安全な
空間を確保することが重要です。

◎家具配置上のポイント
 ・家具類は、壁から離して置くより、ぴっ
たりとくっつけて置いた方が倒れにくい。

 ・本棚や戸棚に収納する本や陶器は、下部
に重いものを置くように注意する。

 ・家具類は、ガラスを背にして置くと、揺
れにより窓ガラスが割れるので注意する。

 ・幼児、高齢者、病人等がいる部屋は、努
めて家具を置かないようにする。

◎家具類の転倒防止措置
 ・家具類は、壁に密着させる。
 ・壁と天井の間を突っ張り棒・Ｌ型金具・
木ねじ等で固定する。

 ・棚やタンスの上には、重い物を置かない。  

４
月
号
で
ご
紹
介
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
は
じ
め
ま
し
て
」
で
す

　
「
木
の
折
り
紙
」
で
く
す
玉
を
折
れ

る
ほ
ど
器
用
、
休
み
に
は
金
管
楽
器

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
を
吹
い
た
り
ケ
ー
キ

を
焼
い
た
り
と
多
才
な
安
崎
は
任
期

中
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格

も
取
り
ま
し
た
。

　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
森
・
林

や
林
業
の
知
識
、
技
術
を
一
般
に
紹
介

し
、
野
外
活
動
の
指
導
な
ど
も
す
る
専

門
家
で
、
幅
広
い
知
識
や
経
験
が
必
要

で
す
。
一
日
が
か
り
の
筆
記
、
面
接
や

実
技
試
験（
免
除
制
度
あ
り
）を
経
て
、

　

以
前
は
広
告
関
連
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

で
、
毎
日
の
よ
う
に
日
付
が
変
わ
る
ま

で
働
い
て
い
た
谷
本
は
今
、
林
業
が
面

白
く
て
た
ま
ら
な
い
、
と
笑
顔
で
す
。

　

最
初
は
現
場
に
た
ど
り
着
く
こ
と
自

体
が
重
労
働
で
し
た
。
道
具
を
入
れ
た

重
た
い
「
腰
袋
」
を
下
げ
、
背
中
に
は

弁
当
な
ど
を
入
れ
た
リ
ュ
ッ
ク
（
谷
本

の
場
合
は
お
腹
側
に
も
一
つ
）、
特
殊

な
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
パ
ン
ツ
」
と
が
っ

 

▶
大
和
郡
山
市
で
開
か
れ
た
「
奈
良

　

 

の
木
づ
か
い
フ
ェ
ス
タ
」
に
協
力
隊                        

　

 

と
し
て
参
加
、
丸
太
を
切
る
イ
べ
ン
ト 

　

  

を
担 

当
し
た
谷
本
（
奥
）
と
安
崎
（
左
） 

谷
本
伸
雄

ち
り
し
た
靴
を
は
き
、
時
に
は
30
分
近

く
急
斜
面
を
登
り
ま
す
。
10
年
以
上

ま
っ
た
く
運
動
を
し
て
い
な
か
っ
た
身

体
が
悲
鳴
を
あ
げ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
３
年
後
、
さ
ら
に
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
担
い
で
で
も
登
れ
る
体
力
が
つ

き
ま
し
た
。
体
重
も
10
キ
ロ
増
え
、
太

も
も
の
太
さ
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い

た
「
高
校
時
代
レ
ベ
ル
に
」。

　

着
任
１
年
目
に
結
婚
、
き
ち
ん
と
食

事
を
し
、
犬
２
匹
と
散
歩
を
欠
か
さ
な

い
の
も
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。
昨
年

12
月
に
は
愛
娘
が
１
歳
に
な
り
、
夫
婦

で
力
を
合
わ
せ
て
の
育
児
も
大
き
な
楽

し
み
。
暮
ら
し
が
充
実
し
、
仕
事
で
も

「
山
の
ス
キ
ル
を
全
部
身
に
着
け
た

い
」
と
夢
を
広
げ
て
い
ま
す
。

安
崎
沙
耶
香

や
っ
と
取
得
で
き
ま
す
。

　

大
学
で
林
業
を
学
び
、
福
島
県
職
員

と
し
て
も
林
業
に
か
か
わ
り
ま
し
た

が
、
当
時
は
「
毎
日
た
く
さ
ん
の
書
類

を
処
理
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
先
で
ど

ん
な
人
が
何
を
し
て
い
る
の
か
が
見
え

な
か
っ
た
」。
山
の
仕
事
を
し
て
い
る

は
ず
な
の
に
、
山
の
仕
事
が
分
か
ら
な

い
…
…
モ
ヤ
モ
ヤ
を
解
消
し
た
く
て
現

場
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

黒
滝
で
は
「
本
に
書
い
て
あ
っ
た
の

は
こ
れ
だ
っ
た
の
か
、
と
わ
か
る
の
が

本
当
に
楽
し
い
」。
今
後
は
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
も
活
動
、「
樹
木
医
」

の
資
格
取
得
も
、
と
ま
す
ま
す
意
欲
的

で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
酒
井
）



黒
滝
村
村
民
憲
章

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（２月１日現在）

　　男　　３０９人　　（－６）
　　女　　３３８人　　（－４）
　　計　　６４７人　　（－１０）
　　世帯　３４３世帯　（－６）

役　場　　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　    ～ 9203】 
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　     62-9010
教育委員会事務局       62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診療所　　　　　　   62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　　   62-2621
デイサービスセンター
地域包括支援センター
（社会福祉協議会）      62-2850  
　　ＩＰ電話【0747-68-9023】
こもれびホール　　   62-2280
黒滝駐在所　　　　   62-2034
観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村     62-2770

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載していますお知らせを掲載しています
ので、是非ご視聴ください。ので、是非ご視聴ください。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に
学

び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明
る
く

豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り
住

み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
や

さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち
た

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習
の

ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に
努

め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で
支

え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て
る
福

祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

発行　黒滝村役場　〒 638-0292　奈良県吉野郡黒滝村大字寺戸７７番地
℡　0747-62-2031　　　　　　　　　 FAX　0747-62-2569
E-mail　kurotaki@vill.kurotaki.lg.jp　　URL　http://www.vill.kurotaki.nara.jp
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　コードレス掃除機用非純正バッテリー
　　　　  パックの処分について
　「ロワ・ジャパン有限会社」、「有限会社すみとも商店」よ
り輸入されたコードレス掃除機（ダイソン社製）用非純正バッ
テリーパックについて、充放電をしていない保管状態であっ
ても発火のリスクがある危険な製品であることが判明しまし
た。
　お手元に対象の製品がある場合は、必ず放電を実施の上、
下記のとおりご対応をお願いします。

　●「ロワ・ジャパン有限会社」製品の場合
（バッテリーパック表示：ROWA・JAPAN DC62）
　リコールにより回収対応が行われておりますので、同社の
案内に従って適切な対応をお願いします。
　　URL ： https://www.rowa.co.jp/　pages/dc62-notify
　　メールお問合せ先　： info@rowa.co.jp
●「有限会社すみとも商店」製品の場合
（バッテリーパック表示：Orange Line DC）
　該当業者が既に倒産しており、リコールによる回収ができ
ないため、黒滝村にて廃棄物として収集いたしますので、不
燃ごみとしての排出をお願いします。
　不燃ごみとして排出する際は、収集運搬中の発火等を防ぐ
ため、必ず下記の放電方法によりバッテリーパックを安全な
状態にしてから廃棄をお願いします。

●バッテリーパックの放電方法
（１）掃除機を起動させることで、バッテリーパックを使い切る放
         電方法
（２）バッテリーパックを塩水につける放電方法（濃度３％程度で
 　　４日間程度）       　　    　　　     
　※詳細な放電方法については、経済産業省ホームページをご参照ください。

◆お問合せ先　住民生活課


